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(1) X線テレビジョンの画像化技術について考察し 蛍光像を S/N の良好な動画像として観測する新
しい万式を提案し その識別能力を向上させる方法を明らかにしている白
(2) X線像から，造影剤による血管像を抽出する万法について検討し，ディジタル処理方式により良好
な結果が得られる乙とを示している。
(3) 生体のカラーテレビジョン画像における色調の適切な再現について論じ 内視鏡テレビジョンシス
テムにおいて，患部と他の部位との識別能力の向上を計る方法を明らかにしている白
(4) 子宮癌細胞像の自動識別技術について考察し，特徴抽出による診断論理を構成し，その評価を試み
ている白
(5) 核磁気共鳴を利用した生体画像化について考察し 微小信号の検出と緩和時聞を利用したパルス系
列の利用 iとより有用な画像が得られることを見出している。
以上のように，本論文は生体情報の画像化技術に関して新しい方式を提案し，また新しい知見を与え
たもので，医用電子工学に寄与すると乙ろが大きい白よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める白
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